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住環境価値向上事業協同組合 

 

 

住宅の高性能化への要請が強まる中で、高性能住宅設計
を自前の建築思考の中で根拠化することが必要だという問
題意識から、３月のワークショップでは西方里見氏にご登
場いただきました。 
世の中にあふれる情報の真偽を見極めるには、まずは建

築物理に立ち返り、ぶれない視点を持つこと。さらに地域性
を加味し、客層の変化を把握しながら自社なりの回答を持
つことの重要性を語っていただきました。 
温熱性能は等級７、HEAT20 G3まで、現実的な仕様に落

とし込みながら「あたまを使って」性能を達成し、LCCM住
宅も含めて西方先生にしかできないハイレベルな講義とな
りました。 
実績と根拠の明確化、そしてそれを説明し表現できる能

力が競争力の差となると総括していただき、その後の意見
交換も濃い内容となりました。 
 

組合内資料 
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SAREX Workshop Report 2023 February                 
 
あたまを使った 

高性能住宅の設計          
～多重化する設計思潮を総括する 

 
西方設計 西方里見氏 

 
Ⅰ あたまを使った高性能住宅の設計       

■野辺さんからの問いかけ 
西方 早速始めていきたいと思

います。野辺さんからこういう

内容でどうだろうかということ

で送られてきたのが、「高断熱高

気密の優れた住宅設計も理解が

浅いためにせっかくの一歩を高

める競争力を見出す工務店が少数派に見えるのは何

故でしょうか」という問いかけでした。これへの答

えは結論というか、最後に送ります。 

 そして現状は低炭素やパッシブ設計ですね。性能

に関していろんな要素がありまして、そこは地域に

よってそれぞれが非常に違うと。そして「顧客の入

れ替え」ということ、これ私が勝手に理解したんで

すが、今のトリプルショックで年収が減って自分の

ところの依頼主が変わってきたというふうに考えま

した。そういったことを踏まえて、自前の建築思考

－建築に関するものの考え方、その中でしっかりと

根拠を持って、説明、表現ができると。そのことが

工務店の家づくりの豊かさや地域の豊かさにつなが

るだろうと。  

YouTube であるとかいろんな、建築だけじゃなく

て、非常に根拠がないというのが問題だと思うので、

やっぱり根拠はきちっと考えて示すっていうことが

非常に大切に思います。 

そして、あと国や地域がどんどん貧乏になってい

るので、地域の豊かさっていうのを自分たちも考え

ていくことが大切に思われます。 

 

■本日の講義アウトライン 

そういった内容から大きく分けて１～３番と課題

があるんですが、１つ目は建築物理と YouTube。 

断熱、気密、省エネっていうのは建築物理が基本

なので、その建築物理をおさえると回答というのは

１つだと。流儀、流派はない、建築物理は１つであ

るということ。で、YouTuber は時に修正主義－どん

どんあちこちから引用して、引用しているうちに内

容が変わっていくと。そうじゃなくて根拠のある事

実の積み重ねを固めていきましょうということです。 

あとは自分のあたまを使おうということです。や

っぱり他社、他人との違いってここですね。自分の

あたまを使って自分たちのオリジナルをつくって表

現していこうというのがそうです。 

２番は薄くグレーになってるんですが時間の都合

上、この中で室温と窓、壁、床、天井の表面温度と

体感温度のところを説明します。 

３番は、最近思うことということで、顧客の入れ

替え、パッシブ設計など１つ１つ説明していきます。 
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■実績・根拠のある説明ができる 
まず「最近思うこと」。説明しやすい、皆さんも理

解しやすいところです。各種グレード。国の等級､

HEAT20､Q１住宅レベル､PASSIVE HOUSE な

どですね。換気もあるんですが、ここから説明して

いきます。 

よく私のところにも一般の方から質問がくるんで

す。依頼主、もう図面が進んでる方やこれから頼ま

れる方、まったくそうじゃないけど教えてくれって

いう人、様々な人たちから問われます。一般の方た

ちは YouTube が正しいと思っているんですね。それ

は悲しいかな情報源がそれしかないからだと思いま

す。僕は問われれば１つ１つ答えますが、本当に驚

くほど様々な意見がありますね。で、答える、反論

するには YouTuber より知識と経験を自分たちが持

つ。これですよね。あとは表現力なんですが。性能

のグレードは YouTuber の一般論ではなく、われわ

れは実績があるので根拠を持った説明をしていける。

YouTuber の根拠ってほとんどなくてプライベート

（私的）なものですから。 

肝心なのは、地域地域で自社しかできない適合し

た性能が提案できる。これはもう本当に地域で違う。

地域の中でもまた違ってきますので、自分の立ち位

置をどうするか、無数にある中からポジションを考

えることですね。 

 

■LCCM 住宅 
で、最近はまた省エネ、創エネ、ゼロエネとか、

プラスエネルギーとか、またこの LCCM 住宅とい

うのが出てきまして、よくそれも聞かれます。 

LCCM は非常に難しいというか省エネだけじゃ

なくて、建設から廃棄まで。全部のエネルギー、特

に CO2 をチェックして、どうしてもマイナス CO2

ということは非常に厳しい、工夫をしないといけな

いわけです。 

この図は国の HP から持ってきたものですが、て

っぺんに LCCM というのがあって、ZEH、ニアリ

ーZEH、認定低炭素、一般住宅とかがあるわけです。 

LCCM はまず等級６では難しいかな。いろんな人

が等級 6.5 が費用対効果、内容がいいということを

言ってますが、私も 6.5 ですね。それ以上の省エネ。

自分で使うエネルギーがゼロというのはいいんです

が、建築コスト、建設のところまでエネルギーをマ

イナスにするっていうのは繰り返しますが非常に難

しいですね。 

ですが、実際はこの図で見るように、運用で 75％

もエネルギーCO2 を使うんですね。左下の円グラフ

がありますが、これ確か 60 年なんですが本来は 90

年、いい資料がなかったので 60 年のを使ってます。

60 年でも 75％。そういった意味でも省エネってい

うのが非常に大切なんですね。 

 

■90 年タームで考える 
で、今 60 年から 90 年となるとその間に 2 度修繕

があるんですよね。そこでもいろんな建材、資材が

加わってくるので、特に長寿命っていう提案が必要

になりますね。 

例えば建具もサッシも 30 年 40 年くらいでパッキ

ンがダメになっていくのでパッキンを取り替える。

そうするとガラスを取れて合う部材がないので窓全
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体を取り替えることになりますよね。そうした場合、

現在のツバが入ってるサッシでは外壁を壊さないと

いけないと。それをそうじゃないようなサッシのも

とで、それからそういう造り、納まりを考えるとい

うことですね。 

われわれは 90 年を考えその間には大きな修繕が

1～2 回あるっていう覚悟で進めていくっていうこ

とです。 

 

■LCCM が現実味を帯びてきた 
一般的な LCCM の CO2 の説明です。 

建材の製造、施工、そして家が建って、居住、こ

こで燃費ですね。太陽光パネルとかで創エネもでき

る。で解体する。トータルな CO2 を考える。 

で、前は非常に難しいかなと思ってたんだけども

等級７や新住協のレベル 4､HEAT20 の G3 などが

登場したことで非常に LCCM の住宅が手に届くよ

うな現実化してきましたよね。これを説明できる、

自分のところはどうかっていうことですよね。 

で、これは実際に最近秋田でできた家を練馬に置

き換えたんですが、練馬では太陽光パネルを 10kWh、

そして全熱交換で、これでちょうど CO2 がゼロと

いうことですね。建設時の CO2 が太陽光でつくら

れるという。居住時の排出量がグーっと減ってほと

んどゼロになり、逆にエネルギーをつくる。こうい

うふうなことまで。 

ですが、この家その後建築学会のソフトで計算し

てもらったんですが、まだまだデータがなくて、こ

の表は日本サスティナブル協会のソフトで非常に簡

単なソフトなのでそれで計算しましたが、ざっと同

じですよね。データがない、少ないということと、

そして大きいのは居住ですね。そこが一番大きい。 

 

■日本海側での冬場の創エネ問題 

で、これは建築家協会に提出した資料でして、こ

れを LCCO2 の内容をどのようにしていくかってい

う課題が、まずこれは日本海側の特色なんですが、

どうしても建築の CO2 が太陽光パネルでやっても

10kWh 以上になるし、非常に必要な冬場にエネルギ

ーをつくることができないので地中熱－ヒートポン

プであるとか、そういう考え方が自分のところでつ

くるだけじゃなくて、能代であればこういう洋上風

力とか、ここに概念図があるんですが、できるだけ
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外とのジョイントを組んでいけるようなつくりと、

そしてそれを認めてもらうということですね。 

 

■自社の等級レベルをどこに置くか  
これから自分のところの等級レベルをどこに導く

か。品確法の等級 4 から 6、6.5、7 ですね。これは

今までも発表してきてますけど、西方設計ではどう

いうレベルか。各地域で数値が違ってくると。 

見るに、等級 6 っていうのは低すぎてまず考えな

くてもいいだろうと。LCCM を考える時も少なくと

も等級 6.5、7。そして最近「UA 値とか Q 値だけじ

ゃない」というふうなことがよく言われてますが、

それは当然で数値というのはあくまでも１つの目安

ですね。 

これは右側の方が新住協の等級、左側が国かどっ

かの図を持ってきたんですが、今等級 6、7 ですよ

ね。HEAT20 の G2 というのはエネルギーを基準の

エネルギーより 50％削減、等級 7 というのは 70％

削減と、これは相当きついですよね。それなりにお

金をかけないとならない。 

等級 7 であれば冬季の室内温度が概ね 15℃を下

回らない、等級 6 であれば 13℃なんですが、これ諸

外国では 18℃以下の空間をつくらないということ

ですよね。更にこの上のレベルになるんだけどもち

ょっと仕様的に非常にコストがかかる、難しい、め

んどくさい。なので、それをあたまを使った工夫で

エネルギーをもっと少なくして、なおかつ 18℃を下

回らない家をつくると。 

それを新住協で見ればほぼ一緒ですよね。新住協

の Q1 住宅の L3 が 30％以下というのは、要するに

等級 7､HEAT20 の 70％削減と一緒ですね。L4 とい

うのは 20％以下でパッシブハウスと同等になって

くる。そういった意味で等級 4、5 じゃなくて 6、7。

これもいろいろあるんですが、われわれ補助金を得

るとかだったら国の仕様とか不満であってもその仕

様で簡略な計算でいかなければいけないのでそれを

使っていかざるを得ない。そういった意味で言葉と

しては等級 6、7 を使った方がいいのではないかと

思ってます。 

 

■G2、2.5、3 の仕様比較 
等級 6.5 というのは Q1 住宅で L2、HEAT20 が

G2.5、それが省エネでは 40％以下。これが非常につ

くりやすい。コストもいいですよね。で、その仕様

を見ていくと、これはあくまで私のところの考えな

んですが、G2 は Q 値が 1.6 以下、換気も考えてく

とどうしてもUA値よりQ 値の方が考えやすいんで

すが、等級 6 で Q 値が 1.6、そうすると UA 値 0.46

が対応してきますのでそういうふうな考え方で。だ

いたい G１レベルは等級 4 と置き換えてください。 

そうすると最低限 G2。これで Q 値が 1.6 以下と

いうと壁が 100 ㎜、屋根が 200 ㎜、窓が PVC の 330
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程度でアルゴン LowE のペア、三種換気、ここまで

はいいですよね。 

で、Ｇ2 と G3 のレベル差が凄くあって、Q 値 1.6

っていうと三種換気で熱交使わなくてトリプルじゃ

なくてこの G2 レベルはクリアしてる。皆さんもで

きてるわけですよね。 

G3 になると、このように壁が付加断熱 200、屋根

が 300、PVC430 使って ArLowE で熱交。これも

ArLowE も普通のトリプルじゃなくて ECLAZ とか

工夫されたガラスである。430 もちょっと厳しくな

ってきますよね。熱交も工夫された熱交を使ってい

くと。そういった意味で G2 と G3 の中間があれば。

2.5 というのは付加断熱がなくても壁 100、屋根 200、

窓が PVC の 330 でよくて、ArLowE のペアでいい

と。熱交は使う。そんな考え方でいけますね。 

 

■あたまを使って性能を考える 
で、例えば練馬、６地域を対象にして、上の方が

CO2 削減、下が暖冷房ですね。 

まず③の一番右側は平成 28 年基準次世代の形と

間取りなんですが、左端は同じ窓の面積で仕様を良

くして腕力で等級 7 にしたと。真ん中の②は、それ

を、Q 値、UA 値は下がるんだけれど窓を大きくし

て日射を得ると、このように CO2 が暖房は 870 ㎏

から 18 ㎏、冷房も 261 ㎏から 139 ㎏と削減でき

14％になってる。そして室温も高くなってる。 

そして、コストがかかる等級 7 よりも性能が上が

ってくると。これはあたまの使いようですね。当然

ここには外付けブラインドで日射の調整をし、それ

で冷房費が非常に下がるというふうな工夫をしてい

きます。 

 

■トリックを見抜く 
次は「建築物理と YouTube」ということです。SNS

はいろんなところでオカルト、トリック的なものが

あるわけで、オカルト建築家とか呼ぶんですが、こ

れに騙されない、見抜くという力が必要です。 

これはよく出てくる画像ですが、ネオマ、ウッド

ファイバー、グラスウール。熱伝導率はネオマが

0.024、ウッドファイバーが 0.048 で半分ぐらいの性

能なんですが、グラスウールはその中間ですね。こ

れは厚さ 100 ㎜＋100 ㎜で合わせて 200 ㎜だと思う

んですが、ここではネオマが 40.3℃、ウッドファイ

バーが 35.6℃、グラスウールが 53.4℃でしたと。セ

ンサーが真ん中にあるっていうのも解せないんです

が、実際は建物を考えたら、外の温度、そして内側

－室内のところの温度を測ればいいんですが。 

「熱伝導率で断熱材を選んではいけないのです」

さらに「ネオマフォームとグラスウールは調湿性も

防音性もあまり期待できない。国土保全に役立つの

はウッドファイバーだけです」って言い切ってます
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ね。そして、もう 1 つこの人は低放射膜－アルミ箔、

これの活用なしには熱抵抗の実現は無理だと。 

これをパッと見抜く、見抜けないとね。まずグラ

スウール厚さ。私は厚さというのをコスト厚さとい

うか例えばグラスウールはウッドファイバーとかネ

オマの 1/4なので 100－200なんで中間で 100、100、

400 の厚さで、なおかつグラスウールには気密シー

トと防風シート。外側防風です、夏なんかは逆です

ね。これがなんでおかしいんだって、やっぱり見抜

けないとですよね。 

 

■大学で学んだ基礎に戻る 
これを見抜くには、水蒸気の流れとか、物理とか

を見ていかなければ見抜くことはできない。これは

少なくとも大学で建築を学べば最低限の建築工学の

教科書レベルなんですよね。基礎を思い出してほし

い。ない人はまたそれを求めて見てみると。 

建築物理は物理なのだから答えは１つ。それから

空気線図もそうですね。冷暖房の空調も空気線図だ

から空気線図の読み方、使い方を知ろうっていうこ

とになりますよね。詳しく物事を見ていく。 

で、この左の古ぼけた教科書は私が 50 年前に大

学の時に使った教科書でして、いろんな方程式があ

ってなかなか意匠、卒業設計とかやった人たちにと

っては最も苦手なことなんですが。で、右は私の娘

の 15 年前の大学の教科書。50 年前のは単位も違っ

てるんですね。単位を置き換えたりしていくとめん

どくさいのが更にめんどくさくなるので、今の単位

のものを学んだ方がいいですよね。 

あと空気線図のこれは非常に空調屋の見る詳しい

やつがありまして、この付近は少なくとも見ていく。

で、方程式は凄くいっぱいあるけどもそこまで覚え

なくても流れや考え方を知ればいいわけですよね。 

建築関係には建築工学、あと建築構造というのが

あって、構造系の構造計算できる人たち以外は、一

級建築士であっても構造の断面二次モーメントって

いうのを理解できるかというとほとんどの方が頭が

痛くなりますよね。この方程式もそれと一緒です。 

 

■事実誤認の危険性 
建築の世界、特に住宅の YouTube もそうだし、同

じような現象としてちょっと前からネトウヨ（ネッ

ト右翼）の動向が気になってます。最近これで本を

何冊か見ていまして「なるほどな」っていう。 

根拠がないネタ、資料がどんどん使いまわされて、

それが事実のように誤認されてしまってる。いっぱ

いの数を一般の人は見るので事実がどんどん修正さ

れていく。で、建築の場合は水蒸気、結露とかそう

いう熱というのは建築物理で先ほどから言ってるよ

うに回答は１つなので、基本を持ってればわかるわ

けですね。 

カルトもオカルトももう境がなくなってきてます

よね。オカルト×カルト。その人たちが手ごわいの

は誰それが言ってるのだから正しいというのは言う。

ディベートで教育されてきた人たちっていうのは本

質で理解して会話するというのではなくて相手を打

ち負かすというのが一番なのでなかなか強烈ですよ

ね。会話が難しいですね。 
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■WUFI シミュレーション 

これは基本的な躯体の断面図です。外壁であると

か通気層があったり、ここではグラスウールとかウ

ッドファイバーですね。厚さ 105。このような断面

図でもって、計測ポイントはここ。あくまでも実質

に沿ったっていうか、家の中が夏場で 25℃、外が

35℃の猛暑日の時です。WUFI を使って非定常です

よね。このシミュレーションがいいのは熱容量を含

むっていう、それを要素に組んでいる。普通の定常

型は熱容量、蓄熱は加味できないんですが。 

これを東京の最も暑い 7 月 25 日から 8 月 1 日を

WUFI で計算していきます。 

同じ条件で比較する。同じ厚さ。それから同じコ

スト。ウッドファイバー100 ㎜と同じコストで 1/4

だからグラスウールは 400 ㎜。要するに結論は、彼

らが主張するほどそんなに差がないよということ。 

これが WUFI でシミュレーションしたもので、グ

ラスウールが赤、ウッドファイバーが青、厚さが 400

㎜もあるので比熱も蓄熱もさほど変わらない 75％

ぐらい。で、やっぱりグラスウールは熱容量が少な

いので温度の立ち上がりが速いですよね。それから

昼になって、そのあと温度が下がってきて、暑くな

い時ですね。こういうふうに現実の天候に沿った非

定常のシミュレーション。 

この計算ではウッドファイバー（青色）の方が温

度は高くなりますよね。ピーク時でこの差が 0.5℃

ですね。グラスウールが 0.5℃低い。一番の性格の違

いはウッドファイバーは熱容量が大、グラスウール

は小ということです。 

このように物性値として密度、比熱、蓄熱、空隙

率、熱伝導率、透湿抵抗を加味した WUFI で計算す

ると、これでもう結論出ていますよね。 

これが 400というとちょっとやりすぎじゃないか

っていう人に対しては、ウッドファイバー、グラス

ウール 100 ㎜、400 ㎜、スタイロフォームでのシミ

ュレーション比較。ほぼ一緒ですね。 

 

■QPEX による計算 

これ冬場なんですが QPEX で計算して実際各部

屋が何℃になるかということで、ネオマの 105、ウ

ッドファイバー105、グラスウール 415 というのを

やっていきますと、グラスウールがウッドファイバ

ーと比べてプラス 1.6℃、能代で寒い方に行くとプ

ラス 1.9℃、2℃近くになるというデータです。これ

には熱容量は含まれてません。熱容量が含まれてい
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なくても、ある時間がくると定常状態になると。途

中は非定常なんですが。 

先ほどの熱容量、容積比熱なんですが、ウッドフ

ァイバーが 105 キロジュール／㎥で、セルロースフ

ァイバーが多少軽くて、16 ㎏のグラスウールは

13.44 と少ないですよね。だけど 16 ㎏の価格でいけ

ば 4 倍としてこれが 80.64 ですから、ウッドファイ

バーと比べて 76.8％、0.76、遜色ないと。こういう

ふうなことを考えて判断してほしいと思います。 

 

■熱容量の違い 

これは熱容量が大きいグラフはウッドファイバー、

グラスウールは熱容量は小さいが、時間がたって定

常状態になると一緒なんですよね。だけど途中を見

ると、やはり熱容量が大きいのは非常に暑さに対し

て変動が少ない。だから途中で切ればグラスウール

の方が温度が高いわけです。だけど定常状態になる。

暖房を止めた場合もそうですよね。 

 

■遮熱・輻射効果 
遮熱、これも 10 年に 1 回ぐらいにブームが出て

きます。建築学会でもいろんな学者が学会誌に出し

てるんですが、これは本間義規先生のシミュレーシ

ョン。これも 20 年くらい前になるんですが、熱貫流

率と断熱材Ｒ値。これも並行状態に変わらなくなっ

てくるのがＲ値が 1.0。そうするとグラスウールの

厚さは 38 ㎜で、グラスウールの厚みが 38 ㎜以上に

なったら表面の放射カットっていうのは威力がなく

なってくるという。薄い断熱材 30 ㎜、20 ㎜だった

ら銀紙は効用があるんですが、40 ㎜以上になると効

果がないということが、わかってることなんだけど、

なんでか 10 年に 1 回繰り返しますよね。 

これもそのことを通気層と遮熱のこととか論文と

して出しているわけです。こういうの見ればわかる

んですがね。 

 

■換気による水蒸気の流入 
それから呼吸断熱材の結露効果。これはわれわれ

家 1 軒でも物凄い水蒸気を出していて、一升瓶 5 本

分、これは生活ですね。人体からとかお風呂とか全

部で 5 本。 

で、水蒸気発生というのは、生活からだけじゃな

くて夏換気ですね。外からの物凄い水蒸気圧という

か絶対湿度の高いものを家の中に入れる３種換気。

全熱であれば別なんですが、そういうのを入れると

計算しましたら夏場で 1 日 78 ㎏。ということは、

私 1 人と同じくらいの水が家の中に入るわけですよ

ね。冬場は 53 ㎏。それを搬出しないと家がどんどん

水蒸気が高くなるということで換気をするわけです。 
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その中で夏場特に除湿ですよね。水蒸気が溜まる

と相対湿度がどんどん多くなるものですから。 

特に梅雨、夏の冷房除湿ということが話題になっ

ているようで、梅雨の頃って温度がそう高くないわ

けですよね。それで除湿すると 24℃とかになって不

快で寒すぎると。 

除湿するために室温が低下し不快である。そして

室温低下で冷房除湿の効果が、温度が下がれば下が

るほどエアコンの効果がなくなると。それである人

が外部日射を遮熱なしでばんばん入れて温度を上げ

てその分を除湿するっていうガンガン冷房除湿なん

ですが、そのエアコンで私が計算したら梅雨の頃、

月当たり 3,000 円ほど除湿するのにかかってるんで

すね。だけど、言い方としては「太陽光発電してる

からゼロだ」という考え方を言うんですが、それと

か「除湿器を使うとそれくらいいくんだ」と。それ

はそうですよね。 

だけど、これのエネルギーっていうのは今ただで

あればいいっていうんじゃなくて、これからは

LCCM のエネルギーをその分を建設時の解体とい

うエネルギーを確保するのが非常に難しいのでここ

に使っていけばいいんですが、これを無下にただ捨

てているっていうのはもったいない。特に梅雨の頃

は太陽も出ないのでそれをどうするかっていうこと

ですよね。 

 

■低出力エアコンの検討 
私は前から外部日射を入れる入れないじゃなくて、

調整というか外付けブラインドで微妙に日射を入れ

る、少ない多いですよね。それと低出力エアコン。

要するに冷房能力が極めて小さい。その 2 つを絡め

て除湿を考えていく。 

これは外からの吸湿を少なくして換気をしぼる、

換気をどれぐらいしぼるかというと今は CO2 レベ

ルがチェックできるので 900～800ppm 以下ぐらい

にして、換気をぎりぎりまでしぼって日射調整をし

て小さな出力の冷房、エアコン除湿をすると。計算

していってこういうふうなことを考えていくと冬は

加湿器がいらない、夏は除湿器がいらないというこ

とですよね。それで夏場で相対湿度が 55％、絶対湿

度で 11％前後というふうなことを思ってます。エア

コンの冷房の最低限の出力を調べるとみんなデッカ

イんですよね。これをチェックして出力が小さいエ

アコンを使いましょうということです。 

ダイキンの 80、東芝の 45 というのもありますね。
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よく使われるダイキンのアメニティビルトインは

130 と意外と大きいんですよね。こういうのを全体

的なバランス見て決めていくと。 

 

■換気回数で湿度を調整する 
呼吸する・除湿する断熱材。塗り壁やクロスだと

いってもわずかな水蒸気ですよね。それよりは換気

の換気回数が相対湿度と非常に大きく影響がある。 

普通東京であれば 0℃を考えていくと、だいたい

0.5回で30％、0.3回にすると45％くらいになると。

もうちょっとしぼると 45％、ちょうどいい感じです

よね。冬場そういうふうな換気回数、換気量を考え

る。夏場も逆なんですがこのようなことを考えて小

さなエネルギーのエアコンで考える。 

これも昔からあるやつなんですが、換気回数、内

装材ですね。プライウッド（合板）とウッドファイ

バーボード、下の方が換気回数が 0.5 回、上の方が

換気回数が 0.1 回。0.1 回までするとちょっと大変

ですよね、換気量が少ない。それでもう 15％くらい

相対湿度が違うんですよね。こういうふうなことも

考えていくと。 

 

■結露防止の考え方 
これは重要なところで、結露ゾーンというか、吸

放湿が少ないと言いながらも効くのは、上の線がグ

ラスウールで、下の線が羊毛かな、相対湿度 80％以

上のところが青のところが結露ゾーンですよね。80

を超えないように考えてくと。そこでぎりぎり 80 を

超えないのが羊毛だったかな、吸放湿できる。グラ

スウールはピークで結露する。これは防湿シートと

かやってない場合ですね。ですからグラスウールは

防湿シートが必要だし、夏場は可変シートというか

透湿抵抗が変わってくる。夏場の結露もないような

状態をつくるのが可変シート。昔、調湿シートと言

われてたものですよね。 

ここでもグラスウールの危険ゾーンがあるんです

が、これは基本的にオイルショック後の結露して腐

ったという時代、今から 50 年くらい前にもう通気

層、防湿シート、透湿シートとか出来上がってるわ

けですよね。そういう歴史を知ってですね。 

これは、セルロースファイバーで防湿シートが要

らない状態ですね。で、暖房度日と含水率。セルロ

ースファイバーの含水率が 25％を超えないところ

が防湿シートが要らないよと。それ以上は要るよと

いう。それは暖房度日数が 2,750 くらいの東北です

よね。それから寒いところというと長野とか福島、

新潟あたりはもう防水シートはウッドファイバーで

もやりましょうという。それ以外の暖房度日数が

2,700 のところはまず要らないねということはこの

シミュレーションからも証明されているわけです。 
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■体感温度 

体感温度って非常に重要。ただ室温が 20℃という

ことじゃなくて、体感温度。まず窓のガラスの表面

温度が大事ですよね。それから床下暖房。床面を

24℃、25℃にできるので室温より 3、4℃高くて非常

に低温な輻射暖房になる。それが心地いいわけです

よね。同じ室温 20℃であっても非常に心地よい。 

これは床下の空間が 29.8℃あって逆に上から見

る床板は 24、25℃なんですね。そのための基礎です

ね。強度もこのように突き固めしてますので地盤を

強固にできます。 

で、体感温度が違うっていうのは、今までこうい

う古いグローブ球がわれわれが見ると凄い専門的な

思いをするんですが、非常に簡易的なこういうのが

あって、われわれでもこれを、体感温度、輻射です

ね。大きなガラス面では冷輻射があるのでそれで体

感温度、輻射はどうなんだっていうことで、室温が

21.1℃の時グローブ温度、輻射を受けた温度は

19.4℃で 1.7℃くらい違う、非常に大きいですよね。

そういうふうなものをわかりながらどのガラスを使

うとか、シミュレーションしていく。 

 

■熱橋対策が重要 

これ 8 月の暑い時、私の自宅ですが外が 32.5℃、

ガラスは SPG っていうのを使ってます。ガラスの

表面温度が 27.9℃、壁が 27.5℃かな、外付けブライ

ンドは非常にいいっていうことですよね。 

これいろんなシミュレーションがあるんですが、

サーモカメラがあるので実際はどうだっていうと、

－4℃の時ガラスが 19℃、そしてψinstall(プサイイ

ンストール)、ここを工夫しているので 18.2℃とそん

なに下がらないんですが、躯体との接合部ですよね、

水切りがあったりして熱橋を防ぐことがなかなか難
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しいので 17.6℃と 0.6℃下がってます。17.6℃なら

いいのですけど。 

これはパッシブハウスの認定を受ける時の計算で

すが、特にわれわれは自分たちの考えた嵌め殺しで

あるとか木製サッシを使うので、こういうふうに全

部熱橋を計算してって全体でいくらっていうふうな

ことでやっています。 

 
■窓の性能を検証する 
自宅は SPG っていうことなんですがその後サン

ゴバンの ECLAZ っていうのが非常にバランスが良

くて、日射取得が 0.52、熱貫流率 Ug は 0.5、日射

熱取得率 G は 0.59 です。これは早見表なので計算

しなくても－10℃の時ガラスの表面温度が何℃か

ということがわかります。 

これ実際は大きなガラス面なんですが ECLAZ で

－4.7℃の時表面温度は 19.1℃で冷輻射は全くない

ですね。 

これはあるメーカーなんですが 430 かな、ガラス

が 16.6。で、縁関係が 13.8℃になってますのでここ

にうっすらっと結露してますよね。外壁は 19.7℃。

先ほどの外壁の表面温度と遜色ないくらい、逆に普

通の家の外気 19.1℃の内側の温度より高いわけで

すよね。 

 

■蓄積財産に投資すべき 

今われわれ貧乏になった始まりの全ては 1973 年

のオイルショックですね。どうなってきたかという

と、物価が高くなった。能代の町が 5 万人で燃費を

計算していくと、47 年間でエネルギーを 1 世帯

2,800万円も捨ててるんですね。1.3万世帯として 26

億円分能代市全体で捨てていて、県として考えると

東北電力に県民 90 万人が工業電力もそうですが年

間１兆円支払ってると。そしてこれは何に近いか。
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秋田の米づくり、農家が秋田こまちをつくってる売

上げもほぼ 1 兆円ですから、ほぼ一緒。47 年で 47

兆円どっかに捨ててるっていうことですよね。ここ

は捨て金。 

そして、私が非常に参考にしている蓄積財産って

いうのは太陽光、風力、バイオマスとか自分たちの

お金で投資してエネルギーは自分たちでつくると。

日本の 80 歳くらいの人たちはタンス預金を結構持

ってますよね。それはフォアアールベルクの人たち

はちゃんとエネルギーに投資してる。人口が秋田県

の 1/3 なので、47 兆円の 1/3 で、まず 15 兆円はお

金を使ってない、蓄積して財産として残ってるとい

う。われわれの家は直ぐ壊して財産価値ゼロでゴミ

の山に住んでるっていうことですよね。 

 

■平均年収でみた顧客層 

われわれが豊かになるにはどうすればいいのか。

日本の平均年収は 861 万円だそうです。正規労働者

では平均年収 370 万円、低いですね。アンダークラ

スの平均年収は 186 万円。市営住宅とか低所得者用

の住宅に入るしかない。正規労働者でも 370 万円、

これが 2 人いればトリプルショックの前は家を建て

られたけども。 

それと中間階級、この付近の人たちが年収 499 万

円。2 人でももう家が持てなくなったということで

すよね。さらに上層の人たちは平均年収が 860万円。

現在、秋田で 800 万円前後で土地を買って家を建て

るというのが、東京だと年収が 1,500 万円くらいな

いといかないんじゃないですかね。 

もう 1 つこれは三浦さん（シンケンハウジング）

のデータなんですが、岩手県公務員平均年収。われ

われ今まで公務員であれば家が建てられるって思っ

ていたけれど、一般行政職が 622 万円、学校教師 700

万円。こういうふうなことで 2 人いないと家を建て

ることができなくなった。年代的にも 50～54 歳で

ピークで 400万円弱ですもんね。非常に田舎は安い。

東京であれば公務員はそんなに変わらない。ですか

ら逆に公務員は東京では年収が低くて、田舎では高

い。その公務員も非常に厳しくなってきたという。 

これは私がつくった図です。トリプルショック前

は年収 400 万～500 万円で家ができて、今は 700 万

円というと公務員 1 人では、ということを絵にした

ものです。今は年収が 900 万円、1,000 万円くらい

ないと安心できないくらいになってきていますね。

田舎で 800 万円以上、東京で 1,500 万円以上という

のはよく話題にするところですよね。 

 

■フォアアールベルクの例 
非常に地域というのはフォアアールベルクという、

今日は詳しく紹介しませんが、スイスとオーストリ

アとドイツとの境目にあるところで、トリプルショ



  SAREX  Workshop Report 2023 Mar. 

 

15 

 

ックの前のスーパーのレジのおばちゃんの給料が

560 万円だったですね。物価は高いだろうと言うん

だけどもスイスの半分くらいですもんね。スイスは

年収もいいし、オーストリアへ行くと当時は日本と

同じような感覚ですね。コンビニの水は 80 円くら

いだし、だけどもレジのパートのおばちゃんが 560

万円、われわれの秋田ではパートのおばちゃんって

100 何十万円じゃないですかね。裕福度が違う。そ

れはオイルショックから 47 年間エネルギーは中近

東から買わないで自分たちで投資してそれを使って

るということですね。 

 

■地域ごとの根拠を示す 
これは地域特化を探るというか、地域地域で。私

のところでは佐倉、むつも参考にできない。都城も

参考にできない。都城の田中工房さんに話を聞いて

ましたら、全くわれわれが考えるのと違ってもう夏

ですから、むつは冬日射が少なくて、佐倉は両方に

対応していかなきゃいけないと。 

これでおもしろいのは地熱の利用というか、ここ

では基礎底盤下断熱材の厚さです。非常に極限のと

ころなので標準仕様で考えるんじゃなくて、まずタ

イトなパッシブハウスで見ていきます。 

むつは冬型で EPS200 ㎜、夏型の都城では周囲の

み立ち上がりが 30 ㎜で中はもうやらない。 

都城の場合、床下の断熱材で夏場の冷房需要って

24.58 っていうのは、25 をクリアできない。これを

クリアするためには都城ではいろいろと。非常に大

きなのが床下の断熱材の厚さゼロですね。 

で、むつは 200 ㎜。佐倉のは私どもが設計して 30、

50、70、100 とか計算してみて 70 ㎜になりました。

そういうふうに地域でそれぞれ違うわけですね。 

今こういう時代に入ってきたので YouTuber であ

るとか、そういう人たちがなんだかんだ言ってもこ

ういう根拠を自分のところで示せばいいわけですね。 

そういうふうな地域地域でどういうふうに設定す

るか。こういう姿勢を一般の人に表現できればいい

わけです。それがホームページであるとかブログで

も Facebook でもなんでもいい、表現力を持つとい

うことですよね。 

 

■時代は変わる 

それで時代というのは物凄い変わって、今電気代

が 10 万だ 12 万だと言われてますが、私ども 40 年

前に初期高気密・高断熱住宅のグループがあって分

裂して、ウレタン、オール電化派と、グラスウール・

石油ストーブ、オール電化じゃないグループ。これ

は北海道に近い人たち、私を含めて。その当時北海

道では北電は原発だから深夜電力を使いましょうと

したけれども、こっちの方が安いもんだからどんど

ん深夜電力が足りなくなって、もう初期で深夜電力

は今後止めていきますっていうふうなことを謳って

たんですね。それを見てて深夜電力っていうのはや

るもんじゃないというふうに。深夜電力は生焚きだ

もんね給湯器。われわれこの石油ストーブと、それ

から深夜電力 1/3、1/2 高くなったんだけどもヒート

ポンプを絡ませて COP が－5℃で 2.3 とかですよね。

そういうふうなもので考えていって今となれば左側

のはもうアウトになって、だから世の中の流れとい

うのは速いし、見通しというのが必要ですよね。 
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そういうふうな姿勢、立つ位置を考えると。 

これは私の家で 2017 年 1 月一番電気代の安い頃

と比べて、23 年の 1 月が約 1.5 倍、24 年はもう 2

倍を超えている。今日のニュースで東北電力が電気

代を上げるのをちょっと延ばすとか未定とか言って

たんですが、いずれこういう時代にもっともっとな

るわけですよね。 

ということでまとめなんですが、結局は何度も言

ってる自分たちの実績と根拠の明確化の説明、表現。

表現能力ですよね。これで決まってくると思う。も

ちろん営業力というのもあるでしょうが基本はこれ

ですよね。以上です。終わります。 

 
 

Ⅱ 質疑応答 

 
■オカルト YouTuber 
野辺 どうもありがとうございました。なんか復習

戦をやらなきゃいけない感じですね。 

西方 問題はいっぱいありますね。1 時間ちょっと

で足りない。 

野辺 そうそう。重い題を渡したのに軽い時間だっ

たということを反省します。 

相模（オーガニックスタジオ新潟） オカルト建築

YouTuber って誰のことですか。俺のことなのかな

あって（笑）。 

西方 いえいえ。相模さんにはバックに凄い人たち

が、エンジニアがいっぱいついてるじゃないですか。

設計の人が。 

相模 そういう方には誰か言ってあげたらいいんじ

ゃないですか。聞く耳持たないですかね。この間、

さっきの赤い実験道具を見て衝撃受けましたよ。ま

だ、こんな人いるんだって思って。 

西方 いや、私は何度もアドバイスしてるけれど。 

関尾（あすなろ建築工房） 公共の場では突っ込め

ないですよ。僕もオカルトみたいなのが出てきた時

は見なかったことにする。 

西方 オカルト建築 YouTuber というのは建築物理

を考えてない人たちのこと。 

関尾 YouTube でそういう変なことを言ってる人

はほんの一部だと思いますね。 

西方 それが影響力が大きい。 

関尾 知識不足で言ってる人はやっぱりいらっしゃ

いますよね。 

 

■高性能木製サッシの取り組み 
野辺 今日は西方さんの話を聞くために SAREX の

門を叩いてくださった方々がいらっしゃいますので

ちょっとお話をお聞きしたいと思います。大丸工業

の佐藤さんいかがですか。 

佐藤（大丸工業） こんにちは。今日はスポットで

参加させていただいております。後ろに窓が写って

ますけど木製の窓をつくってまして、工務店として

いろいろ考えていくと性能のいいガラスを使った窓

がないなあというので、先ほど先生がおっしゃって

た ECLAZ を使って木製サッシをつくろうというの

で自分が欲しくてやりだしたんですけど、今おかげ

さまで北は青森から南は鹿児島まで、今度北海道が

入りましたのであとは沖縄だけっていうかたちで、

毎週ぐらい出張で取り付けの現場に行ってるような

状況です。 

 工務店としてはパッシブハウスクラスの家を建て

るっていうのでやってますけど、先生の比較にあっ

たように正直 6 地域は楽勝なんです。なんや言うた

って断熱材の付加断熱 100㎜ぐらいでいけますので。

それから考えると寒冷地の人は大変だなと思うので、
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パッシブハウスもなんかトータルで 30 キロとか 40

キロっていう規定にしてくれたらちょっと僕はおも

しろいなあと思うんですけど。ドイツの人が言うこ

ときかないと思うけど、僕らは逆に夏がキツくて 25

キロとかにいっちゃうので、25＋15 で 40 キロとか

なんで、冬寒いところも 30 キロの 10 キロとか、35

キロの 5 キロとか、なんかそんな感じでトータル 40

キロ切るみたいなことを目標にしていったらいいん

じゃないかなと個人的には思ってます。 

SAREX さん入会とか前向きに検討していきたい

と思ってます。 

 

■LCCM 関連の情報提供 
野辺 小山さん、いかがですか。 

小山（エコワークス） 西方先生いつも学ばせてい

ただいてありがとうございます。先生が LCCM の

ことコメントされてたのでびっくりしたんですけれ

ども何かきっかけがあったのでしょうか？ 

西方 かなり前の CASBEE が出た頃からやってい

て。 

小山 そうですよね。先生がされているのはほぼ

LCCM に近いですもんね。 

 関連して勝手に情報提供させていただくと、直近

で IBEC の中にゼロカーボンビル推進会議というの

が立ち上がっています。これが去年の 12 月で、急激

に動いてる感じです。 

 ヨーロッパが一般建築の LCA に関してかなり評

価する不動産業界の動きがあるということで、一般

建築の LCCO2 の取り組みが急速に進展して、日本

も追いつかないと間に合わないということで急に始

まったみたいなんですけど。 

ただ一方、住宅の方は 10 年ぐらい前から LCCM

が始まってるので住宅は進んでるんですよね。ちな

みに来年度から集合住宅の LCCM の基準が公表さ

れて補助事業がたぶん始まると思います。 

で、再来年から改修の LCCM の基準が決まって、

これも補助があるんじゃないかと思いますけど、そ

んな動きがあります。 

しばらく国交省は LCCM テーマでやっていくの

で、西方先生は学術的な追究だと思うんですが、工

務店の方々は補助事業はしばらく続くので視野に入

れてもいいんではないかなと思います。 

ZEH だと住宅の家電を除くエネルギーだけなの

で、ZEH＋家電の 20ギガジュールで 2キロワット、

プラス 2 キロワットぐらいで LCCM が温暖地の相

場感なのでだいたい 8～9 ぐらいなんですけれども、

そうなると EV まで含めて賄えるのでそういうビジ

ネスの展開がいいのではないかなということでおす

すめをしています。以上です。 

 

■あたまを使って最適解を導く 
小林（小林建設） 私たちは OM ソーラーの会に入

って気密・断熱、それと前さんと組んで全館空調っ

ていうかたちで今やってるわけなんですけれど、そ

のシステムを入れるともう 450 万とか 500 万円ア

ップしたという世界で。でも、20 棟ぐらいつくりま

したね。それでも 1 年 2 年経つとやっぱりここはど

うなのかなっていうところが出てきたりとか、あと

は埃がたまるとか、配管の問題でとか、いろんなか

たちで今改めて苦労はしてますね。ですからやっぱ

りそういうシステムとかが安定してくるのはまだ 2

年ぐらいはかかるんじゃないのかなという感じが今

してます。 

で、例えば西方さんはそういう動きっていうのは

どう感じられてますかね。そういうシステム自体が

あまり良くないんじゃないのかなとか？ 

西方 いいと、極上だと思いますよ。ただ、なんで

あんな高いのかなと思うんだけど。僕はゼンダーで。

ゼンダーは高くても 150 万くらいでやれますので。 

小林 去年全館冷暖房やったのは基本的にそこまで

複雑じゃないものです。さらっとしたパッシブエア

コンで冬夏対応ということで、これは 150 万くらい

で対応できるものですから。 

西方 それが自分のあたまを使うというね。私もそ

れとシステムと、ゼンダーっていうのは全館空調だ

けども、普通のエアコンと熱交と組み合わせてやる

っていうのはメンテナンスもいいしね。ダクトも極

力短くできるし。 
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小林 そうですね。今、だから外注に出さないで施

工も含めて現場監督がやったり、職人がやったりと

か、そんなかたちでとにかく図面から計算から施工

まで全部自社でやってるような状況です。今のとこ

ろはそれが一番リーズナブルでいいかなと思ってま

す。本当は安さから言えば床下エアコンぐらいがい

いんだと思うんですけど、自分たちはその路線で今

突き進んでいこうかなと思ってます。 

西方 結局、先ほど価格が上がって今までの付き合

ってる人たちが家を持てなくなって、再度コストダ

ウン考えていくと性能は落ちるけども第三種換気と

床下エアコンの組み合わせで。そうすると今度夏場

の三種換気というと今まであんまり考えなかった外

気からの水蒸気が物凄い量がもう 1 日で私の体重分

ぐらい 70 ㎏、80 ㎏の水が入ってくるのでね。それ

をどうするかっていうのが今後の課題ですよね。ま

た課題が出てくるといろいろとやりとりして解決し

ていくっていう。 

小林 その繰り返しになるかなと思いますね。 

 

■顧客への説明力 
片岡（鈴木工務店） 今日はありがとうございまし

た。今日も 1 人基礎工事を始めるお客さんで

YouTuber の恐怖を煽る動画をいっぱい見て、「現場

を見せてくれ」と言われたお客さんを案内してきた

ばっかりなんです。 

西方 それお客さんって今頼まれてるんですか？ 

片岡 今ちょうど基礎工事をやってるお客さんなん

ですが。基礎の配筋と基礎断熱の話をしてきて、納

得というか、していただけたと思います。西方先生

の話も出てきましたし。 

 で、そういう人に対して西方さんが言われたよう

に自社であったり、自分で考えてどういう答えを出

してるのかなというのをやっぱり決めておくという

か。特に断熱は、地域だったり、どういう空調の方

式だったりで変わってくるところがあると思うので、

そのへん今日教えていただいたことも理解含めてち

ゃんとやっていきたいなと思ってます。 

 もう１つ話してたのは防湿フィルムの計算方法、

あれも定常計算ですよね。そのことについてもその

方から疑問点とかきたので、今日湿気の話も湿度の

話もあったのでそのへんこれから検討してかなきゃ

いけないかなと思ってます。 

西方 そういうふうな疑問を持ってる方に、きちん

と言えるということが大切ですよね。相手が猜疑心

をどんどん大きくしてクレーマーになるんでね。今

日は時間がなくて空調関係、冷暖房の話は全然飛ば

したんですがね。またそこでもいろんな話題があり

ますよね。 

 

■パッシブハウスのニーズ 
鈴木（鈴木工務店） 今パッシブハウスジャパンレ

ベルの家づくりをしたいというお客さんがいて、真

冬でもTシャツで過ごせる家をつくってくれという

話がきてるのでいろいろと教えてください。連絡し

ますから。 

西方 データをつくるのが大変ですよね。設計の。 

相模 誰かと組んだ方がいいですよ。 

野辺 結構そういう人たちが来てるんだね。 

相模 全然、パッシブハウスで建てたいとか言われ

たことがないけど。 

関尾 相模さんのとこにはそういうのはないです。

それちゃんと発信してるからです。 

 うちもパッシブハウスにしたいって来ますよ。で

も、本当に認定取りたいんですかって聞いて、なん

のために認定取るのって。それでも取ろうと思った

のは１軒で、それ以外の人はパッシブな家に住みた

いっていうのと間違えてるのもあるので。パッシブ

ハウス認定取るっていうのはちょっと意味が違うか

らって説明すると、「いいんです。地球環境に素直な

家をつくりたいだけです」という人の方がほとんど

なので。 

 

■PHJ 加入で「仕事が増える」は本当か？ 
小林 質問なんですけど、先日鈴木さんから「パッ

シブハウスジャパンに入ると仕事が増えるぞ」と言

われたんですけど本当なんですかね。 

鈴木 仕事が決まるかどうかは別にしても問い合わ
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せは明らかに。 

相模 うちはゼロだから。 

西方 そんなに仕事はないと思いますよ。やっぱり

皆さん見てもそんなに。 

鈴木 結局、パッシブハウスジャパン経由で見たの

でという問い合わせが増えてるんですね。それでパ

ッシブハウスジャパンの基準の家をつくるかどうか

というと、そんな予算はありませんっていう結論に

なってしまうことが多いんだけど。 

関尾 鈴木さん、認定の資格は取ったんですか。 

鈴木 これから片岡が取るの。 

関尾 大変ですよね。僕も取らなきゃいけないんで

すけど取ってないんですが。 

 

■熱と湿度の挙動把握が重要 
関尾 防湿はこれから凄くわれわれのテーマになっ

てきて JBN の環境委員会でもテーマになっていて、

温暖地の中でも海側の人たちはかなり小屋裏エアコ

ンで冷房するようになってくると危険な状態にある

のでちょっとこれから僕らも気をつけなきゃいけな

いところなので、WUFI で非定常とかやっぱりやら

ないと怖いなあという感じ。ただあれを使える人は

限られてるので、もっと勉強して上手く使えるよう

になりたいなあと。 

西方 最も簡単なソフトですよ。いじると。初期投

資が 40 万円ぐらいかかるので。だって壁を入力す

るのに QPEX よりも簡単ですよ。 

関尾 じゃあ僕も頑張って勉強したいと思います。

今日は大変勉強になりました。やっぱり西方先生の

話は高度すぎて翻訳者がいる。新住協であれだけ見

て一応頭に入っててもついてくのが大変です。 

西方 だけど、これ自分が考えて実践することの理

論づけというか、理論づけして実践するその繰り返

しですからね。 

 

■トータルバランスで考える 
片岡  西方先生に質問なんですが、今日の

YouTuber の例も、切り口が 1 つの断面でしか切ら

ないのでだいたいおかしな情報がいくことが多いん

ですけど、今西方さんが設計する時、最終的にどの

軸で評価しているのですか？ 暖房負荷っていう切

り方もありますし、最終的なエネルギーでも、ライ

フサイクルのエネルギーまで含めたのか。 

西方 全部で。トータルバランスで。一番は予算と

の兼ね合いですよね。 

鈴木 LCCM で考えてるっていうわけではない？ 

西方 LCCM って結局日本の場合データがないの

よ。大企業が閉ざしてるから。もうこれからは、私

は建築家協会の CO2 削減の LCCO2 のメンバーで

もあるんだけども、建築学会とかと違ってわれわれ

は実践者だから、自分たちでとにかく計算していこ

うということで。それで建材のデータがない。そう

すると、なんであんたのとこ出さないのかって逆に

ね、そういう雰囲気をつくっていこうという。 

野辺 じゃあ西方さん、今日はありがとうございま

した。 

（文責：SAREX 事務局） 

 
【WS・3 月】あたまを使った高性能住宅の設計 

－多重化する設計思潮を総括する 
 
■日時：2023 年 3 月 16 日（木） 
■講師：有限会社西方設計 西方里見氏 
 

 

 

 
 

NEXT 

WORKSHOP 

2023年  

7月 20日（木） 
13：00新潟駅南口集合 

７月は、8年ぶりとなる、オーガニックスタジオ新潟さんにお伺いします。 
是非ご参加ください。（詳細は別途メールにてご案内いたします） 
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